







































































2005 年2月 1 日
�連 絡��
◆金大考古 (45 号 ,2004�年 ) 誤植の訂正とお詫び。
p4�、左段 8行目「西方」を「東方�」�に訂正します。
◆考古学研究室ホームページに金大考古も掲載して
います。
��http://web.kanazawa-u.ac.jp/^arch/top.htm��
木も家々もすべて切り倒され焼
き払われ、立っている物はなに
もない状態となった。ヤシの木
の枝はノコギリのように硬いが、
それで首を切り落とした。即死
ではないから痛かったろう。僅
かに生き残った人は、服従と見
せしめのため耳と鼻を切り削が
れた。当時のポルトガルの記録
はこの事実の一端を伝えている。
� 私が発掘している遺跡はこの
被害を受けた場所であろう。発
掘中は海岸の白い砂浜に建つリ
ゾートホテルに泊まり、発掘を
図３ 15 世紀頃の家跡を覆う層から出土し
た中国染付、青磁、ミャンマー青磁、イラ
ンの緑釉陶器と白濁釉陶器。
図２ 建物の測量風景
終えると夕方は砂浜でのんびりと過ごし泳ぐ。冬で
も観光客が太陽と青い海を楽しむ地である。史跡と
観光地にはむごい歴史と美しい現実がある。コール
ファッカンが襲われて遺跡となったのは 1521 年の
ようだが、同じ年イスパニア（スペイン）はマヤ・
アズテック帝国を滅ぼし、新旧両大陸で人為災害が
起きた。同じ 16世紀に日本では信長が攻め滅ぼした
城館跡が各地に残り、発掘されて日本国の史跡に指
定され、人々が歴史に想いをはせ楽しむ場所となっ
ている。アメリカが破壊している町もいずれ史跡と
なるものもあろう。
 ポルトガルの破壊は津波の範囲よりも広いインド
洋沿岸全体に及び、さらに東南アジアにも広がって
いる。もちろん破壊を受けた人々に国際的援助はな
かったが、隣国部族とヨーロッパ対立国の軍隊が協
力してコールファッカンでも十数年後にポルトガル
を追い出した。その後は援助軍が支配権を握った。
 弱い側は災害を受け、強い側は災害を与える。防
災は災害の受け止め方ではない。自然であれ人為で
あれ災害を与える側を変えるのが防御となる。自然
災害は研究と政策で対処が可能だが、人為災害を止
めるのは本当に難しい。考古学は人為災害の歴史的
事実を現在と未来の人々に伝える義務がある。発掘
した遺跡ばかりでなく、津波で廃墟となった町の一
部を遺跡として残し、インド洋津波博物館とする。
現状の早急な復旧は当然だが、人類の記憶として原
爆ドームと同じように災害跡を歴史遺産として残す
のも大事である。歴史を消し去る復興のみが文化的
対応ではない。
 災害は酷く、死んだ人より残った人が辛い。いつ
の時代も災害は遺跡を作る。遺跡には楽しい生活と
苦しみの歴史が同居している。明るい陽光の下で眠
りから覚めた遺跡から、研究資料に混じって様々な
思いが掘り出される。
